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まぁ、よんでみて！ 

活動報告：  

コンディショニングサポートから見えてきたこと 

 （公社）大阪府理学療法士会 公益事業部では毎年各障がい

者スポーツ大会におけるコンディショニングサポートを行っ

ています。今回の「まあ、よんでみて！」では①アンプティ

サッカー、②車いすテニス、③パラ水泳における過去のカル

テデータを基にコンディショニング内容や対象者の情報を会

員の皆様と共有したいと思います。  

レオピン杯 Copa Amputee：アンプティサッカー（2015-2019年） 

 介入総数は884件で90%以上が下肢切断者を対象としています。対象者は40歳代の方が

多いですが、最近は若手選手も増えてきています（図1）。フィールドプレーヤーは非切

断側を使用した競技になるため主に非切断側の下肢および腰背部の筋緊張異常を呈するこ

とが多い傾向でした（図2）。 

図1：年齢の推移と総数 図2：介入部位の割合 
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大阪国際車いすトーナメント：車いすテニス（2012-2019年） 

 介入総数は2,708件でその他の障がい者スポーツのコンディショニングサポートに比べ

て介入数が一番多い競技になります。（公社）大阪府理学療法士会が携わっている「大阪

国際車いすトーナメント（以下大阪Ｏｐｅｎ）」は大会期間が4日間と長期間の為、コン

ディショニングを希望される選手も多くなっています。 

 車いすテニスにおける選手層は50歳代が最も多いですが、コンディショニングを実施す

る選手は徐々に増加しています（図3）。アンプティサッカーとは異なり、上肢症状に加

えて、腰背部・頚部の筋緊張異常を主として訴えられる選手が多いのが特徴です（図

4）。 

図3：年齢の推移と総数 図4：介入部位の割合 
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まぁ、よんでみて！ 

大阪府障がい者スポーツ大会：パラ水泳（2014-2019年） 

 開催日が1日の為、介入総数は147件と20件/日程度の介入数となっています。アンプ

ティサッカーや車いすテニスと大きく異なる点としては、女性が多く男女比はおおよそ

1：1で毎年経過しています（図5）。各地方大会の位置づけになるため、年齢層はばらつ

きが多く10歳代から70歳代まで幅広く利用されています（図6）。こちらも筋緊張異常を

呈す選手が多いですが、肢体不自由や視覚障がい等、各障害によって介入部位も様々でし

た。 

図5：男女比と総数 図6：年齢の推移と総数 

コンディショニング実施内容について 

 各競技よって症状の部位が異なるため、競技特性を考慮したコンディショニングを実施

する必要があります。そのため、実際の大会参加前には事前講習会として、各競技特性の

紹介や体験会、また、物理療法の講習会などを実施しています。一方で、実際の大会中は

ストレッチングやマッサージを中心とした試合後のケアでの介入が多く、競技特性を考慮

しパフォーマンス向上を目的とした介入は今後の課題です。 

 これについては、公益事業部で検討を引き続き重ねていきます。コロナ渦の為、次年度

以降の事前講習会・大会中のコンディショニングサポートは調整中です。また詳細が決ま

ればアナウンスさせて頂きますので、皆様のご参加をお待ちしています。 
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インタビュー：  

各障がい者スポーツ団体の活動と今後の動向  

 新型コロナウィルス感染症の影響で、各競技団体の活動や大会はほぼ全て中止や延期を余

儀なくされました。現状（取材当時:2020年12月）のコロナ禍での各競技団体の活動などに

ついて、関西セッチエストレーラス(日本アンプティサッカー協会所属チーム)、大阪府障がい

者スポーツ協会、大阪車いすテニス協会の各代表にアンケートにお答えいただきました。ま

た、選手各個人の活動状況として、アンプティ―サッカー選手にもアンケートにお答えいた

だきました。 

ー現在の活動状況について、コロナ禍以前との変化についてお聞かせ下さい 

＜関西セッチエストレーラス＞  

 新型コロナウイルスによる感染症が発生してから、学生の休校や 

4月から大会、練習、講演会等の主催事業が中止または延期となりま

した。その為、外出機会の減少や大会が開催されない可能性により

モチベーションが低下する選手もいました。各自での運動を促すこ

とを目的に、オンラインでのトレーニングを数回実施し、 

6月より活動再開となっています。 

＜大阪府障がい者スポーツ協会＞ 

 今年度実施予定の大阪府障がい者スポーツ大会や全国障害者ス

ポーツ大会等、各大会・イベントが中止又は延期となりました。ま

た、スポーツ観戦招待事業等、各競技大会の実施状況により中止と

なった事業もあります。開催した事業においても、定員数を減らす

等のコロナ対策をしたうえで実施しました。 

<大阪車いすテニス協会> 

 今年度の9月に開催予定であった大阪Openは中止となりました。

大阪車いすテニス協会としての練習会は月1回、靭テニスセンターで

行っています。個人については選手各自でコートを取り練習を行っ

ています。 
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ー協会での特別な感染予防対策等の取り組みがあればお聞かせ下さい 

＜関西セッチエストレーラス＞  

 一般的な感染対策を行い、練習再開当初は、なるべく選手間が接触しない練習内容にて実

施していました。 

＜大阪府障がい者スポーツ協会＞ 

 ガイドラインを参考に、協会としてのガイドラインを作成するなど対応しています。 

ー今年度（2020年度）、来年度（2021年度）の活動予定についてお聞かせ下さい 

＜関西セッチエストレーラス＞  

 年2回の国内大会は、今年度は見送る形となりました。イベントや講演会、練習は6月より

徐々に活動を開始しています。来年度については、詳細がわかっていません。例年通りに大

会が行われる事を期待し日々励んでいます。 

＜大阪府障がい者スポーツ協会＞ 

 今年度は、2月に大阪府障がい者アイススケート教室や指導者派遣事業等の開催を予定して

います。来年度は、5・6月に大阪府障がい者スポーツ大会（個人競技）や全国障害者スポー

ツ大会近畿ブロック予選会（知的障がい者団体競技）の開催、10月には全国障害者スポーツ

大会（三重県）へ大阪府選手団の派遣を予定しています。その他、講習会や教室、指導者派

遣事業についても開催を予定しています。 

＜大阪車いすテニス協会＞ 

 来年度は9/30～10/3 に大阪国際車いすテニストーナメント（大阪Open）の開催が予定さ

れています。 

ー新しい生活様式での活動規定や指針等があればお聞かせ下さい 

＜関西セッチエストレーラス＞  

 チーム活動の指針としては、JAF（公益財団法人日本サッカー協会）や日本アンプティサッ

カー協会による判断を元に活動を行っています。  

＜大阪府障がい者スポーツ協会＞ 

 基本的には大阪府や各競技団体、会場が提示しているコロナ対策のガイドラインに従い事

業を実施しています。 
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ー今後コンディショニングサポートを実施する上で、感染予防の観点も含め実施の可否や 

 ご要望はありますか？また大阪府理学療法士会に求める活動があればお聞かせ下さい 

＜関西セッチエストレーラス＞  

 大会中のコンディショニングサポートの実施は可能です。介入方法としては、一般的な感

染対策、選手のマスク着用があればと考えています。 

 

 

 

 

＜大阪府障がい者スポーツ協会＞ 

 コロナ対策をしていただいたうえで、ご協力いただけるのであればお願いしたいと思いま

す。現状であれば消毒やマスク、フェイスシールド等の基本的な対策を取りながら実施可能

だと考えます。ただし、コロナの感染拡大状況が悪化した場合は、困難な場合もあるかと思

います。コロナ禍ではありますが、可能な範囲で引き続きご協力いただきたく思いますので

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

<大阪車いすテニス協会> 

 基本的な対策（換気・消毒・検温・マスク・手袋）を行いながらであれば、コンディショ

ニングサポートの実施は可能と考えています。サポート以外では、選手からの要望ではイン

ナーマッスルなどのトレーニング方法の講習会などを行ってもらいたいとの希望もありま

す。 
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インタビュー：  

コロナ禍における選手個人の活動について  

 コロナ禍における選手個人のトレーニング・心理面への影響について車いすテニス選手・

アンプティサッカー選手を対象に以下のアンケートにお答えいただきました。 

Ｑ１．コロナ禍における個人でのトレーニング実施は？ 

Ｑ２．競技に対するモチベーションに変化は？ 

Ｑ３．コロナに対する不安は？ 

 
選手Ａ 

Ａ１．テ ニス コー トが使用できず 、空 き地
でシ ョー ト テニスを した。  

Ａ２．いつ競技が再開でき るか とい う不安
がある 。また運動不足によ っ て筋力低下 ・
睡眠不足になった 。  

Ａ３．自分自身あるいはコーチや仲間に感
染させて し ま った時の対処が分からない 。
自分自身が感染した場合、基礎疾患がある
ので症状悪化がないか不安。その為 、検温
や競技以外でのマス クや手洗い 、 うがい 、
アルコール消毒を している 。  

選手Ｂ 

Ａ１．練習拠点が3週間閉鎖 。自宅でで
きるトレーニングを実施。   

Ａ２．特にあ りません 。  

Ａ３．コ ロ ナで亡 く な っ た方がいる と
聞 く と 、怖い 。マ ス ク ・ アル コールを
徹底している  

選手Ｄ 

Ａ１．特になかったです。  

Ａ２．大 会 は無 いが 、トレーニングは
しっかりできているので、モチベーショ
ンが下がることは無い。  

Ａ３．健常者に比べて体力が落ちる と思
う の で 、感染 し た と きの重症化が怖い 。
報道で伝え られている よ う な感染対策を
行っています 。  

選手Ｅ 

Ａ１．テニスコートは全て使用できなかっ
た。 ロー ド ラ ン ニ ングや近 くの公園で 、人
がいない時に壁打ちするぐ らいで した 。  

Ａ２．大会 も練習も中止のため 、気合が入
らなかった 。  

選手Ｃ 

Ａ１．地元のコー トが使用できず 、実践的
な練習ができなかった 。 基礎的な体力づ く
り を 家の中で し た り 、 苦手なサーブ練習
は 、両親が作 っ て く れ たネ ッ ト に 向け て
打っていた 。  

Ａ２．強化選手に選んで頂いたこ とで 、 モ
チベーシ ョ ンが逆に増した 。  

Ａ３．様々な場所から練習に来られている
ので 、ウ ィルスの持ち込みが不安 。握手な
どの接触はしないよ うにし ている 。  
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 コロナ禍で各競技団体・個人での活動について大きく制限されている状態であり、選手に

与えられる身体状況や心理面への影響は様々です。基礎疾患による重症化のリスクに不安も

見受けられ、目に見える障害だけでなく、内部疾患の情報収集も重要だと再認識しました。 

 また、アンプティサッカーの選手の中にはオンライントレーニングを実施した方もいまし

た。今後は選手の要望に応えられるよう、感染予防対策を徹底しながら大会でのコンディ

ショニングサポートを継続すると共に、Ｗｅｂを活用した情報提供やトレーニング方法の提

案なども検討していきたいと考えています。 

選手Ａ 

Ａ１．チームでのオンライントレーニング実
施 。通 っ ていたジムは休業にな り 、自宅での
エアロバイクでの有酸素運動を実施 。  

Ａ２．大 会や イ ベ ン ト が 中止 と な り 、 モ チ
ベーシ ョ ンは下が り 、 ト レ ーニング頻度も低
下 。各選手仕事を抱えており 、感染予防から
チームの活動も制限されている 。  

選手Ｂ 

Ａ１．夜にウォーキングやラ ンニング  

Ａ２．特に気持ちの変化は無いが 、 コ ロ
ナで試合が中止にな ったので 、早 く 試合
がしたい 。  

選手Ｃ 

Ａ１．週に3日以上 、1日3㎞以上のランニン
グ 、 フ ッ ト サルに参加 。 ス クワ ッ ト も 実施
し 、怪我の予防に努めている 。  

Ａ２．目標が無 く 、 チー ム と し て も何に向
けて練習に取 り組んでいるのか不明確でモ
チベーションは低下している 。  

選手Ｄ 

Ａ１．週に2回程ランニングや簡単なボール蹴
り 。 オン ラ インやジム等の活動は無し 。  

Ａ２．各 チ ー ム に公務員・医療従事者も多
く、以前のような活動ができる見通しが無
い。その為選手 ・ チーム ・ 大会運営がま と ま
り きれず 、自分の中でも余裕が持てない 。  

選手Ｅ 

Ａ１．オ ン ラ イ ンでの ヒート ト レ ーニングを

週1回実施で現在も継続中。 メ ニ ュ ーは 、 ト
レーナーが考えた12種目・ 20秒全力 /10秒休
憩を3セ ッ ト 。自重 ト レ ー ニ ングは 、懸垂 ・
体幹プラン ク ・ 腹筋ローラー等 。有酸素運動
と し てプールやウォーキング 。  

Ａ２．精神的には 、パ ラ リ ン ピ ッ クが1年延
びた事によ って 、 チ ャ ンスが増えた と捉えて
いる 。 またレベルアップできる時間が増え、
練習に集中するようになった。  




